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1. 仕　　　様

2.9

0.8

644（2）

320/340

0.275（6）×2

644（2）

320/340

0.275（6）×2

スクロールG750EL×3
オイルヒータ（60W）×3
5.5（2）×3

スクロールG750EL×2
オイルヒータ（60W）×2
5.5（2）×2

スクロールG603DH×2
オイルヒータ（40W）×2
4.4（2）×2

注（１）圧縮機用電動機（出力）は，実際の運転出力と異なりますのでご注意ください。また，トランス容量および配線容量は，使用条件の違いなどを見込んで，
必ず消費電力および運転電流の1.55倍にし，さらにブライン循環ポンプの消費電力および運転電流を加えて決定してください。
（電気特性は，ブライン循環ポンプの消費電力・電流は含んでいません。）

（２）表中の冷却能力，電気特性および騒音値は下記の運転条件の場合を示します。
冷却運転：空気側熱交換器入口空気乾球温度35℃，ブライン入口温度-3℃，ブライン出口温度-7℃
なお，冷却能力，消費電力の表示値許容公差はJIS B8613「ウォーターチリングユニット」に準拠します。

（３）騒音値は反響の少ない無響室などの部屋で，製品正面1m，高さ1.5mの位置における値（Aスケール）を示します。
実際の据付状態では，周囲の騒音や反響などの影響を受け，表示値より大きくなるのが普通です。

（４）ブラインについては，エチレングリコール（ショーワ（株）ショウブラインPEスーパ相当品45wt％）を標準とします。
（５）ブライン出口温度により，製品仕様が異なります。ご用命の際は，温度仕様をご指定ください。

（+5～-5℃，-6～-10℃，-11～-15℃の3仕様）

型式
項目（単位）

3.5/4.2
0.66/0.80

不要
ナチュラルグレー（1.0Y 8.5/0.5）

850
315
1,240

オイルヒータ（40W）

プレート式
多通路クロスフィン式
プロペラファン

外部均圧型温度式自動膨張弁
R407C

スクロールG253AH

1.8（2）

465（2）

85/90
CL3530+CL3531
0.08（6）+0.08（6）

2.6

1.2

8

1.2

7

3.5

8×2

1.2×2

7×2

3.5×2

7×3

3.5×3

465（2）

95/100
CL3530+CL3529
0.08（6）+0.095（6）

644（1）

160/170

0.275（6）
NF7015

644（1）

160/170

0.275（6）
NF7015×2

644（3）

480/510
NF7015×3
0.275（6）×3

3.0（2） 4.4（2）

スクロールG403DH スクロールG603DH

950
750
1,645

2,110
750
1,645

ベージュ（2.5Y 8/2）

5.9/6.8
1.13/1.36

9.0/10.6
1.59/1.91

11.6/13.6
2.26/2.72

18.0/21.2
3.18/3.82

23.2/27.2
4.52/5.44

34.8/40.8
6.78/8.16

3,070
750
1,645

冷却能力
法定冷凍能力

高圧ガス保安法区分
外装（マンセル記号）

水側熱交換器型式
空気側熱交換器型式

冷媒制御装置

防振装置

幅
奥行
高さ
型式

潤滑油温度調整装置
電動機出力（極数）

型式
外径（個数）
機外静圧
風量

電動機
型式

出力（極数）

外形
寸法

圧
縮
機

送

風

機

MCUP75AB MCUP125AB MCUP190AB MCUP250AB MCUP375AB MCUP500AB MCUP750AB

冷媒

潤滑油

種類
封入量
種類
封入量

運転スイッチ
温度調整装置
表示灯
連成計

容量調整範囲
高圧遮断装置（OFF/ON）
低圧遮断装置（OFF/ON）

冷結防止用
サーモスタット（OFF/ON）
送風機インターナルサーモ

（OFF/ON）
吐出ガス過熱防止用

サーモスタット（OFF/ON）
溶栓
圧縮機用

過電流継電器
送風機用ヒューズ
操作回路用ヒューズ

消費電力
運転電流
力率

始動電流（終了最大）
動力電源
操作電源

水側熱交換器（出入口）
ドレン

運
転
調
整
装
置
保

護

装

置

作

動

値
電
気
特
性
電
源
配管
寸法
製品質量（運転質量）

騒音値

kW
トン

mm
mm
mm

kW

mm
Pa
m3/min

kW

kg

R

％
MPa
MPa

℃

℃

℃

℃

A

A
A
kW
A
％
A

kg
dB（A）

スクロールG750EL
オイルヒータ（60W）
5.5（2）

0

ダフニーハーメチックオイルFVB68D

圧縮機用防振ゴム台
押ボタンスイッチ，遠方一手元切換スイッチ付（遠隔操作接点は現地準備，リモコンスイッチはオプション）

電子式温度調節器……ブライン入口/出口温度制御（切換可）
セグメント表示

不付（接続口，セグメント表示機能付）

2.94/2.35
-5℃仕様 … 0.15（電子制御），-10℃仕様 … 0.10（電子制御），-15℃仕様 … 0.05（電子制御）

-5℃仕様 … -8.5/-5.5（電子制御），-10℃仕様 … -13.5/-10.5（電子制御），-15℃仕様 … -18.5/-15.5（電子制御）

130/83

125（電子制御）

100，停止

不付

5
5

AC 3φ 200V 50/60Hz
AC 1φ 200V 50/60Hz

PT 1 めす
─

PT 1 1/2 めす PT 2 めす PT 2 1/2 めす

20（電子制御）
20Aヒューズ

2.1/2.6
7.6/8.2
80/91
62/56

97（98）
50/50

105（106）
50/50

225（228）
62/62

235（238）
62/62

490（516）
65/66

500（526）
65/66

755（794）
67/68

3.3/3.9
11.9/12.4
80/91
131/120

4.7/5.9
18.1/19.1
75/89
162/148

6.2/7.7
22.4/24.4
80/91
236/215

9.4/11.8
36.2/38.3
75/89
181/168

12.4/15.4
44.7/48.9
80/91
259/240

18.6/23.1
67.1/73.3
80/91
281/264

30（電子制御）
30Aヒューズ

50（電子制御）
50Aヒューズ

60（電子制御）
60Aヒューズ

50（電子制御）×2
50Aヒューズ×2

60（電子制御）×2
60Aヒューズ×2

60（電子制御）×3
60Aヒューズ×3

72

7

100，50，停止 100，66，33，停止

（50/60Hz）
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2. 使 用 範 囲

2. 1 使用範囲

2. 2 最小保有水量
無負荷または極端な軽負荷のチリングユニットの発停頻度を抑えるため，ブライン循環系統内の保有水量は下表の値以上を確

保してください。

この保有水量が少ないと，軽負荷時に圧縮機の運転停止が頻繁に起こり，寿命の低下や故障の原因になります。

型式
項目（単位）
吸込空気乾球温度（℃） -15～40

-15～-11, -10～-6, -5～+5（3仕様）

エチレングリコール，プロピレングリコールなどグリコール系ブライン
（ショーワ㈱ショウブラインPEスーパー，ショウブラインPPスーパー相当品）

注）流量は，上表の最大・最小流量内でご使用してください。

注）1) 工場出荷時のサーモ復帰温度差（サーモON/OFF差）は2℃です。
2）保有水量が十分でない場合，ユニットの運転および停止間隔が短くなり，ユニットの運転に支障を与える恐れがありますので，注意し
てください。

3）ユニットの運転および停止の間隔は，次の時間以上にしてください。
●「運転」…… 5分以上
●「停止」…… 5分以上

0.98以下

0.8 0.8 1.8 2.0 3.6 4.0 6.0
1.8 3.3 5.1 6.6 10.2 13.4 20.4

ブ
ラ
イ
ン

出口温度（℃）
最小流量（m3/h）
最大流量（m3/h）

種　類

水　圧 （MPa）

MCUP75AB MCUP125AB MCUP190AB MCUP250AB MCUP375AB MCUP500AB MCUP750AB

型式
復帰温度差

電
源

0.015
0.019
0.025
0.018
0.023
0.029

0.023
0.029
0.037
0.029
0.036
0.047

50
Hz

60
Hz

MCUP75AB MCUP125AB MCUP190AB MCUP250AB MCUP375AB MCUP500AB MCUP750AB

0.034
0.042
0.055
0.043
0.052
0.068

0.046
0.057
0.075
0.057
0.070
0.092

0.039
0.050
0.068
0.048
0.062
0.085

0.052
0.067
0.092
0.065
0.082
0.113

0.054
0.070
0.100
0.067
0.086
0.122

（k）
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2. 3 ご使用上の注意事項
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3. 外　形　図
MCUP75AB, 125AB

MCUP190AB, 250AB
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MCUP375AB, 500AB

MCUP750AB
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4. 構　造　図
MCUP75AB, 125AB

MCUP190AB



8

MCUP250AB

MCUP375AB



9

MCUP500AB

MCUP750AB
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5. 冷却能力曲線
MCUP75AB
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MCUP125AB



12

MCUP190AB



13

MCUP250AB



14

MCUP375AB



15

MCUP500AB



16

MCUP750AB
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6. 冷媒系統図
MCUP75AB

MCUP125AB
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MCUP190AB

MCUP250AB



19

MCUP375AB

MCUP500AB



20

MCUP750AB
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7. 電気配線図
MCUP75AB, 125AB



22

MCUP190AB, 250AB



23

MCUP375AB, 500AB
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MCUP750AB
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MCUP75AB, 125AB

MCUP375AB, 500AB, 750AB

MCUP190AB, 250AB

MCUP75AB, 125AB

MCUP375AB, 500AB, 750AB

MCUP190AB, 250AB

●主要部品配置図

●電装品箱内配置図



28

M
C
U
P
7
5
A
B
～
2
5
0
A
B

●操作回路タイムチャート



29

M
C
U
P
3
7
5
A
B
, 5
0
0
A
B



30

M
C
U
P
7
5
0
A
B



31

8. 制　　　御

8. 1 制御機能
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イ
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M
C
U
P
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～
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B

（b）水温制御図 

工場出荷時（標準）設定における水温の制御状態を示します。 
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基
本
制
御
：
本
ユ
ニ
ッ
ト
で
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
容
量
制
御
を
圧
縮

機
運
転
台
数
を
増
減
す
る
こ
と
で
、
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
本
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
各
圧
縮
機
毎
に

水
側
熱
交
換
器
を
有
す
る
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

ブ
ラ
イ
ン
出
口
温
度
制
御
の
場
合
、
各
水
側
熱

交
換
器
の
ブ
ラ
イ
ン
出
口
温
度
を
検
知
し
、
も
っ

と
も
低
い
ブ
ラ
イ
ン
温
度
を
ブ
ラ
イ
ン
温
度
制
御

用
と
し
て
用
い
て
、
圧
縮
機
の
台
数
制
御
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
圧
縮
機
が
全
停
す
る
状
態
（
サ
ー
モ

O
F
F
）
か
ら
の
復
帰
は
、
「
停
止
す
る
際
の
ブ
ラ

イ
ン
入
口
温
度
が
、
サ
ー
モ
O
N
/O
F
F
差
分
上
昇

し
た
こ
と
。
」
の
条
件
を
も
た
せ
て
い
ま
す
。
 

注
記
 

１
）
実
際
の
運
転
に
お
い
て
は
、
流
量
や
能
力
が
変
動
し
た
り

す
る
た
め
、
本
図
よ
り
変
動
幅
は
大
き
く
な
り
ま
す
。
 

２
）
再
始
動
時
に
は
、
再
始
動
防
止
タ
イ
マ
ー
が
あ
り
ま
す
の

で
、
最
小
３
分
間
は
水
温
が
上
昇
し
て
も
、
再
始
動
し
ま

せ
ん
。
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）
運
転
操
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後
、
３
分
間
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遅
延
時
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）
、
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は
起
動
し
ま
せ
ん
。
 

上
図
は
、
下
記
設
定
条
件
に
お
け
る
ユ
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ト
容
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制
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と
ブ
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イ
ン
温
度
変
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の
関
係
を
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一
例
と
し
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も
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で
す
。
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基
本
制
御
：
本
ユ
ニ
ッ
ト
で
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
容
量
制
御
を
圧
縮

機
運
転
台
数
を
増
減
す
る
こ
と
で
、
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
本
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
各
圧
縮
機
毎
に

水
側
熱
交
換
器
を
有
す
る
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

水
温
制
御
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
入
口
側
の
水
温
を
検

知
し
、
圧
縮
機
の
台
数
制
御
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

注
記
 

１
）
実
際
の
運
転
に
お
い
て
は
、
流
量
や
能
力
が
変
動
し
た
り

す
る
た
め
、
本
図
よ
り
変
動
幅
は
大
き
く
な
り
ま
す
。
 

２
）
再
始
動
時
に
は
、
再
始
動
防
止
タ
イ
マ
ー
が
あ
り
ま
す
の

で
、
最
小
３
分
間
は
水
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上
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、
再
起
動
し
ま

せ
ん
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操
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後
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間
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の
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。
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基
本
制
御
：
本
ユ
ニ
ッ
ト
で
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
容
量
制
御
を
圧
縮

機
運
転
台
数
を
増
減
す
る
こ
と
で
、
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
本
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
各
圧
縮
機
毎
に

水
側
熱
交
換
器
を
有
す
る
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

出
口
水
温
制
御
の
場
合
、
各
水
側
熱
交
換
器
の

出
口
水
温
を
検
知
し
、
も
っ
と
も
低
い
水
温
を
水

温
制
御
用
と
し
て
用
い
て
、
圧
縮
機
の
台
数
制
御

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
圧
縮
機
が
全
停
す
る
状
態
（
サ
ー
モ

O
F
F
）
か
ら
の
復
帰
は
、
「
停
止
す
る
際
の
入
口

水
温
が
、
サ
ー
モ
O
N
/O
F
F
差
分
上
昇
し
た
こ

と
。
」
の
条
件
を
も
た
せ
て
い
ま
す
。
 

注
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１
）
実
際
の
運
転
に
お
い
て
は
、
流
量
や
能
力
が
変
動
し
た
り

す
る
た
め
、
本
図
よ
り
変
動
幅
は
大
き
く
な
り
ま
す
。
 

２
）
再
始
動
時
に
は
、
再
始
動
防
止
タ
イ
マ
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が
あ
り
ま
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の

で
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最
小
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分
間
は
水
温
が
上
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し
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も
、
再
起
動
し
ま

せ
ん
。
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操
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後
、
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分
間
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遅
延
時
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）
、
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ニ
ッ
ト
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し
ま
せ
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上
図
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下
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設
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条
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け
る
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ニ
ッ
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容
量
制
御
と
水
温
変
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の
関
係
を
、
一
例
と
し
て
示
す
も
の
で
す
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8. 2 温度調節器の設定方法
（1）プリント板，操作部および表示部の名称
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9. 故障診断要領

9. 1 初期点検
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（3）保護装置および自動運転機器の作動値確認
保護装置および自動運転機器の作動値を以下に示します。
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（4）故障診断方法
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10. 据付工事関連事項



88



89

10. 1 搬入据付工事
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10. 2 配管工事
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10. 3 電気配線工事
（1）機外配線要領



97

電気配線容量
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99
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10. 4 試運転
（1）試運転前の点検
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（2）試運転の方法と点検
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（4）ひき渡し
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11. 保守・サービス

11. 1 保守基準
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11. 2 ブライン管理
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11. 3 ブライン側熱交換器の洗浄



118



119

11. 4 日常運転の点検事項
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11. 5 R407対応における取り扱い注意事項

11. 6 冷媒の補給と真空引き
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11. 7 圧縮機の取り外し要領
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11. 8 プリント基板の交換
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12. 応 用 機 能

12. 1 外部サーモによる運転
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12. 2 レベル信号による運転
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12. 3 送風機の強制運転機能
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12. 4 リモコンスイッチとの接続
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参 考 資 料
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1. 他の種類のアンカボルトを使用される場合は、計算結果の引抜荷重が使用されるアンカボルトの許容
引抜荷重以下であることを確認してください。

2. 本強度計算はアンカボルトに対するものであり、機器内部の保証をするものではありません。
3. アンカーボルトは現地にて準備してください。

判定結果

234.7235.0238.6239.0241.6242.0

7.60

1078

794227106
630

設置階（仮定）
設計用　水平震度 KH
設計用　垂直震度 KV
製品質量（運転質量） W
重心高さ hG
ボルト～ 重心間距離 lG
アンカボルト 間距離 l1
アンカボルト 本数 nO
アンカボルト 片側本数 nt
アンカボルト 断面積 A

型式
項目（単位）
アンカボルト　本数
アンカボルト　径 d
アンカボルト　種類
必要スラブ長さ
埋込長さ L

MCUP75AB MCUP125AB MCUP190AB MCUP250AB MCUP375AB MCUP500AB MCUP750AB

-
mm
-
mm
mm

4 6 8
M10 M12

箱抜式LA形
150
100

180
128

型式
項目（単位）

MCUP75AB MCUP125AB MCUP190AB MCUP250AB MCUP375AB MCUP500AB MCUP750AB

-
-
-
kg
mm
mm
mm
-
-
mm2

屋上・塔屋および最上階
1.0
0.5

98
480

アンカボルト
引抜荷重

計算値 Rb
許容値 Ta
計算値 τ
許容値 fs
計算値 υ
許容値 ft

fts

判
　
定

せん断応力

引張応力

N
N

N/mm2
N/mm2
N/mm2
N/mm2
N/mm2

-

238 514 526

1248725597552 760 1103

8.614.933.313.06 5.17 7.43 7.61

11.056.427.03 6.73 9.54 9.76

233.1

合格合格

625 625
145 270 275 275

6 8
355

4
760

78.5 113
3 42

3528 4704

132.3

176.4

1. アンカボルト 選定

2. 検討計算（設計用震度は局部震度法による）

3. 特記項目

注記

1. 本計算書は建築設備耐震設計・施工指針（日本建築センター）によっております。

2. 本計算書の耐震強度は、製品の転倒防止、2次災害防止に関する値です。

（箱抜式LA形） 
アンカボルト施工図 

製品の転倒し易い方向 

屋上，塔屋及び 

最上階 

（2階床以上） 

KH=1. 0
(KV=0. 5)

KH=0. 6
(KV=0. 3)

KH=0. 4
(KV=0. 2)

中間階 

1階及び地階 

重心 

（LG≦ LG
L1

L1） 

hG

計算モデル図 

局部震度法による設計用震度 
通常の建築設備 
地域係数＝1

L

15
0

1 
2

建
築
物 

計算式

Rb = (KH・W・hG-(1-KV)・W・LG)・9. 8
L1・nt

τ = KH・W・9. 8
n□・A

υ = Rb
A

判定

1.Rb<Ta （選定したアンカボルトの短期許容
引抜力）

2. τ<fs （ボルトの短期許容せん断
応力=132. 3N/mm2・・SS400）

3. υ<ft （ボルトの短期許容引張
応力=176. 4N/mm2・・SS400）

υ<fts （引張とせん断を同時に受けるボルトの
引張応力）
fts=1. 4・ft-1. 6・τ

・耐震強度計算書
参 考 資 料
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